
▼
元
気
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

安
心
地
域
の
実
現
を
目
指
し
て

青
笹
町
の
「
も
り
も
り
健
康
塾
」
は
当

初
「
も
り
も
り
教
室
」
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
内
の
健
康
づ
く

り
サ
ポ
ー
タ
ー
が
主
体
と
な
り
「
青
笹
町

民
が
元
気
で
生
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

に
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
平
成
三
〇
年
四
月

に
「
も
り
も
り
健
康
塾
」
が
発
足
し
、
こ

れ
ま
で
色
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

私
が
令
和
三
年
四
月
に
青
笹
地
区
を
担
当

す
る
相
談
員
に
な
っ
た
時
、
初
め
て
拝
見

さ
せ
て
頂
い
た
地
域
活
動
で
、
そ
の
ご
縁

で
、
現
在
も
関
わ
り
を
持
た
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

▼
今
や
高
齢
者
の
み
に
留
ま
ら
ず
、

多
世
代
交
流
の
受
け
皿
に

「
も
り
も
り
健
康
塾
」
の
活
動
は
、
体

ほ
ぐ
し
体
操
や
い
き
い
き
百
歳
体
操
と
い
っ

た
体
操
教
室
が
主
体
で
参
加
者
も
高
齢
者

が
中
心
で
し
た
が
、
男
の
集
い
（
料
理
教

室
）
や
ヨ
ガ
教
室
な
ど
の
活
動
も
行
う
こ

と
で
、
中
学
生
や
子
育
て
世
代
も
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や

居
場
所
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
と
し

て
は
、
現
在
は
多
世
代
交
流
の
場
と
し
て

の
機
能
も
担
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

▼
住
民
意
識
か
ら
生
ま
れ
る
自
然
体
の

地
域
共
生
社
会
の
形

こ
の
活
動
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
中
で
、
私
自
身
が
強
く
感
じ
た
事
は
、

運
営
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
「
自
然

体
で
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
活

動
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
普

段
参
加
し
て
い
る
方
が
お
休
み
に
な
れ
ば

気
に
か
け
る
。
或
い
は
参
加
し
て
い
る
方

で
顔
色
が
優
れ
な
か
っ
た
り
、
元
気
が
無

か
っ
た
り
す
る
と
き
は
親
身
に
な
っ
て
話

を
聞
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
地
区
相
談
員
に

情
報
提
供
を
す
る
。
ま
さ
に
、
今
、
必
要

と
さ
れ
て
い
る
地
域
の
「
見
守
り
」
や

「
防
犯
」
と
い
っ
た
機
能
を
こ
こ
で
果
た

し
て
い
ま
す
。

誰
か
に
言
わ
れ
て
か
ら
作
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
自
然
体
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

る
「
支
え
あ
い
」
。
そ
の
意
識
を
今
後
も

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
青
笹
地
区
を

担
当
す
る
相
談
員
と
し
て
、
笑
顔
を
繋
げ
、

生
き
活
き
と
元
気
な
地
域
で
あ
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
日
々
の
業
務
に
精
進
し
て
い
き

た
い
と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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TOWN DATA

－ 青笹町 －
（令和3年11月末現在）

人 口 2,337人
（うち65歳以上人口 ９７４人）

世帯数 859世帯
（うち高齢者一人世帯 187世帯）
（うち高齢者二人世帯 250世帯）

令和３年12月号もくじ ・・・ P1笑顔を繋げる「青笹もりもり健康塾」（青笹町）／P2「地域支え合い愛のり買い物支援モデル事業」
あい

（遠野町）／ P３ 輝け！地域相談員の視点から（健康長寿課） ／P４ 「シリーズ福祉行政の今②」（福祉課）

笑
顔
を
繋
げ
る
「
青
笹
も
り
も
り
健
康
塾
」

～
「
生
き
活
き
元
気
で
！
」
を
合
言
葉
に
始
ま
っ
た
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
通
し
た
支
え
合
い
～

丸
ご
と
相
談
窓
口
青
笹
地
区
担
当

久
慈

学

元気で生き活きと過ごせる地域を目指して立ち上がった

「もりもり健康塾」も３年目に突入。

元気で過ごすためには、老いも若きもみんなでわいわい楽

しむこと。熟練した「男の料理」で腕を振るう。



▼
買
い
物
支
援
事
業
実
証
実
験
を

モ
デ
ル
地
区
で
実
施

遠
野
町
の
市
街
地
に
お
い
て
も
、
一

部
地
域
で
は
小
売
店
の
閉
店
等
に
よ
り

「
店
が
遠
く
歩
い
て
買
い
物
に
い
け
な

い
」
「
重
い
も
の
を
持
っ
て
歩
け
な
い
」

「
い
つ
も
親
族
に
は
頼
め
な
い
」
「
お

店
に
行
っ
て
自
分
の
目
で
好
き
な
も
の

を
買
い
た
い
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
声
を
、

地
域
の
共
通
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
対

象
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
民
生
委
員

に
よ
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
市
街

地
の
立
地
を
生
か
し
た
低
料
金
で
利
用

で
き
る
足
の
確
保
策
を
を
社
協
遠
野
支

部
で
検
討
し
ま
し
た
。

試
行
運
用
と
し
て
、
小
売
店
の
な
い

地
区
（
遠
野
10
、
11
区
）
を
モ
デ
ル
地

区
に
指
定
し
、
昨
年
十
一
月
よ
り
「
愛

（
あ
い
）
の
り
買
い
物
支
援
事
業
」
と

し
て
、
十
二
名
の
登
録
者
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
利
用
者
か
ら
は
「
低
料
金

で
、
玄
関
か
ら
店
舗
ま
で
の
送
迎
が
あ

り
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
好
評
を
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、
本
年
四
月
よ
り
遠

野
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
「
遠
野
町

ま
ち
づ
く
り
一
括
交
付
型
事
業
」
を
活

用
し
、
正
式
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

▼
地
域
資
源
の
活
用
を
踏
ま
え
た

関
係
者
と
の
協
働
体
制
を
構
築

遠
野
町
内
に
は
、
ス
ー
パ
ー
や
事
業

所
な
ど
の
多
く
の
資
源
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
あ
る
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し

て
買
い
物
支
援
事
業
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
ス
ー
パ
ー
や
事
業
所
様
の

賛
同
と
民
生
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
の
協
力
者
と
の
協
働
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
事
業
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

登
録
料
を
無
料
と
し
、
利
用
条
件
は

「
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
等
」

と
し
、
高
齢
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

運
行
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
と
し
、

民
生
委
員
が
前
日
ま
で
に
登
録
者
か
ら

利
用
予
約
を
受
け
付
け
た
後
、
事
務
局

で
利
用
者
を
と
り
ま
と
め
、
二
人
以
上

の
相
乗
り
を
組
み
タ
ク
シ
ー
会
社
に
運

行
を
依
頼
し
ま
す
。

利
用
者
の
負
担
は
町
内
一
律
往
復
三

百
円
の
低
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

（
な
お
、
経
費
に
つ
い
て
は
、
一
括
交

付
金
で
ま
か
な
う
。
）
当
日
は
、
地
区

の
民
生
委
員
が
利
用
者
の
買
い
物
場
所

で
待
機
し
て
お
り
、
利
用
者
の
状
況
の

確
認
や
話
し
相
手
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

▼
遠
野
町
内
全
域
運
行
を
目
指
し
て

遠
野
町
で
は
年
々
独
居
高
齢
者
が
増

加
し
、
運
転
免
許
を
返
納
さ
れ
た
高
齢

者
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
五
年
後
、
十

年
後
を
見
据
え
た
足
の
確
保
対
策
が
必

要
で
す
。

こ
の
買
い
物
支
援
事
業
は
高
齢
者
の

孤
立
防
止
・
介
護
予
防
、
地
域
住
民
の

交
流
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
こ
の
事
業
を
「
地
域
の
足
」

と
し
て
定
着
さ
せ
、
遠
野
町
全
域
で
の

運
行
を
目
指
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

TOWN DATA

－ 遠野町 －
（令和3年11月末現在）

人 口 7,106人
（うち65歳以上人口 2,602人）

世帯数 3,343世帯
（うち高齢者一人世帯 766世帯）
（うち高齢者二人世帯 792世帯）

「
地
域
支
え
合
い
愛
の
り
買
い
物
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

あ
い

～

地
域
で
支
え
る
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
買
い
物
支
援
の
実
践

～

丸
ご
と
相
談
窓
口
遠
野
地
区
担
当

佐
々
木

隆
一

タクシー代が低料金なので、
安心して買い物ができます

自宅玄関から、ドア to ドアで店舗まで安心し

て買い物ができます。料金は一律300円(往復)

玄関まで送ってくれて、
まとめ買いも安心♪

自宅玄関まで送迎しますので、米などの重い物

のなんのその。安心して買い物ができます。
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輝け！
地域相談員の視点から

地域包括支援センターが開催する12月の地域ケア会議のお題は
「除雪」。市道から自宅までの距離があり、自分ひとりで除雪をする

のが困難な世帯の支援について検討しました。

みなさんの地域でも、隣近所の支え合いによる除雪、地域の有償ボ

ランティアによる除雪、或いは地元企業による除雪のお手伝いなど、

様々な支援のカタチがあると思います。

このコーナーでは、地域ケア会議で検討された内容を持ち帰り、地域

相談員が担当している地域の実情を含めてどのような資源が考えられ

るか話し合いました。

＜話し合いの方法＞
■テーマ：12月期地域ケア会議（除雪支

援）の振り返り

■検討方法：ケア会議の内容を振り返り、

地域の除雪問題を自身の担当地

区に置き換えて何ができるか意

見交換し、結果を発表する。

■グループ数：３

Ｂグループ 地域⇒市の視点
担い手の不足。除雪だけのために人を集めるのは困

難。消防団の活用は考えられないか。

除雪が大変といいながらも何とか自力でできている

人、何とかなっている人を見守る体制も必要ではない

か。そして、地域から孤立している人をどうするかを

考える必要があるのではないか。
例えば、除雪のことだけを考える会

（仮称：雪國会議）をしてみるのはど

うか。様々な地域事情があるとはいえ、

除雪は市の共通課題。各地

区の課題を持ち寄って共有

し、検討していくことが必

要である。

Ａグループ 企業とのマッチングの視点
基本的に担当地区は、地縁で何とかなっている。地

域ごとの課題は、排雪なのか除雪なのかそれぞれ異な

る。企業によっては、地域貢献活動で除雪をしてくれ

る時がある。企業に働きかけ、企業を巻き込んだ除雪

対策が可能とならないか？

また、若者を集めるためには、

祭りなどのイベントも重要。祭

りで集まった若者のパワーを、

そのまま地域生活課題を解決す

るマンパワーに移行で

きればいいのではない
か。

Ｃグループ 空き家活用の視点
除雪の課題としてとらえることも大事だ

が、例えば冬期間自宅で生活し続けること

で生活全般に支障をきたすケースもある。（外出する

機会が減り、身体機能が低下する）

空き家を活用した冬期間限定のシェアハウスはどう

か。長期間家を離れることに難色を示す方もいるので、

昼間は自宅やデイサービスで過ごし、夜にハウスに帰っ

てくるという方法もあると思う。そのためには各地区

に点在する必要があるので、空き家の活用が望ましい。

空き家の活用は、より自宅に近い

環境での生活になるので、身体状況
の低下等も起きにくいメリットがあ

る。おそらく管理人的な方が必要と

思われるが、安全面から看護職・介

護職のＯＢ等に協力いただけるとい

いと思う。モデル地区で実施してみ

るのもいいと思う。

感 想
－ 各グループの発表を聞いての感想 －

【Ａ課長】３グループがそれぞれ異なる視点で議論
したことから、様々な見方があることがわかる。

地域の状況を把握（アセスメント）しておくことで、

様々な視点をマッチングすることに役立つ。

地域の支援とつながっていない、困っている個人を

どう支えていくかを考えていく必要があるのでは。

【Ｂ担当】空き家の活用についてはこれまでも意見
が上がっていたが、具体的な活用に至っていない。生

活支援ハウスは生活環境が良いのがメリットであるが、

部屋数が少ないことから、毎冬利用できない方がいる

ことは事実である。

空き家の活用として支障となっているところを、ど

うやったらクリアできるか関係者で考えていく必要が

あると感じた。

※おことわり
本検討は、市では対応できない私道の除雪について検討し
たものです。市道等の除雪や置き雪の対応等については市
が継続して行っています。また、テーマをもとに自由に相
談員が検討・発言しています。

これからもさまざまなテーマで

話し合っていきます。お楽しみに！



前
号
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
背
景
に
つ
い
て
触
れ
、
ま
た
、

市
が
本
年
三
月
に
策
定
し
た
第
四
期
地

域
福
祉
計
画
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
地
域
福
祉
計
画
の
基
本
目

標
と
事
業
内
容
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

▼
基
本
目
標
と
事
業
内
容

地
域
福
祉
計
画
に
お
け
る
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
基
本

目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
（
左
上
図

参
照
）

こ
れ
ら
の
目
標
や
事
業
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
市
民
が
、

心
身
と
も
に
健
や
か
で
い
き
い
き
と
し

た
人
生
を
過
ご
し
、
助
け
合
い
な
が
ら

輝
く
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
に
、

行
政
、
市
民
、
関
係
機
関
・
団
体
等
が

協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

▼
「
新
た
な
支
え
合
い
」
に
よ
る

「
福
祉
で
と
お
の
づ
く
り
」

市
で
は
、
「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」

を
各
福
祉
計
画
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

福
祉
を
推
進
す
る
「
車
の
両
輪
」
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
協
力
・
連
携
し
て
き

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
課
題
を
抱
え
る
個
人
や
世

帯
へ
の
個
別
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
、
公

的
支
援
の
活
用
の
み
で
は
限
界
を
迎
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
課
題
解
決
の
た
め
に
、

地
域
住
民
が
自
ら
取
り
組
み
、
「
新
た

な
地
域
支
え
合
い
」
を
築
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
を
よ
り
よ
く
変
え
て
い
く
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
「
福
祉
で
と
お
の
づ
く

り
」
と
称
し
て
い
ま
す
。

4

▼
「
小
さ
な
拠
点
」
に
よ
る
、

新
た
な
地
域
支
え
合
い
の
推
進

み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
十

年
、
二
十
年
先
の
地
域
の
将
来
を
見
据

え
た
新
た
な
市
民
協
働
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
た
め
、
地
域
運
営
組
織
の
見
直

し
や
地
区
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
、
行
政
区
再
編
な
ど
に
よ
る
、

「
小
さ
な
拠
点
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
従
来
の
「
地
域
支
え
合
い
」
の

仕
組
み
を
見
直
し
、
「
新
た
な
地
域
支

え
合
い
」
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

次
号
で
は
、
新
た
な
地
域
支
え
合
い

を
推
進
し
て
い
く
今
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

～
地
域
福
祉
計
画
か
ら
制
度
と
取
り
組
み
を
知
る
～

「新たな地域支え合い」とは・・・
地域の課題を、他人事ではなく、「我が事」として捉え、地域住民自

らが課題解決に向けて取り組むとともに、誰もが役割を持ち、人と人と

が支え合う仕組みを広げていく必要があります。

そのため、個別視点を起点として生活課題の解決に向けて地域住民と

の継続した働きかけを行う専門職である「コミュニティソーシャルワー

カー」を配置して、自治会などの地域運営組織と連携して、「地域支え

合い」を新たな仕組みで進めていくものです。

シリーズ福祉行政の今②


